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小山 文大（ＮＰＯ法人地域パートナーシップ支援センター 副理事長）   
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10月2日に大森東小学校で（東京都大田区立）で 
第1回江戸前ＥＳＤカフェが開催されました 
辰巳 ちあき 江戸前ESD事務局      






































































































































































































































































































































江戸前ESD活動報告   
2007年の「ふるはま」での活動をふりかえって 
日野 佑里（東京海洋大学・海洋政策文化学科４年生） 
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小林 麻理（東京海洋大学・海洋政策文化学科４年生）  
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前号で予告しましたように、今回は「大森ふるさ
との浜辺公園」、通称「ふるはま」特集です。 
2007 年 2 月に藤塚さんにご案内いただき、初めて
ふるはまの渚を歩いてから 1年、江戸前ＥＳＤでは、
ふるはまで何ができるかをテーマにワークショップを
重ねました。その間にも、日野佑里さんと小林麻理さ
んは、小山さんのふるはまでの環境教育活動のお手伝
いをしながら、卒業論文研究をおこないました。 
小山さんは「出会い」について書かれています
が、江戸前ＥＳＤがふるはまでの活動をすんなりと始
めることができたのは、小山さん、藤塚さんとの出会
いがあったからです。藤塚さんには、海苔のふるさと
館開館準備に超多忙のなか、お時間を割いてじっくり
とお話しいただきました。ありがとうございました。 
今回は、辰巳さん、日野さん、小林さんが年末に
がんばって報告を書いてくれました。 
辰巳さんは、社会人入学で海洋政策文化学科 3年
次在学、江戸前ＥＳＤ発足当初から事務局スタッフと
して江戸前ＥＳＤ全般を支えて下さっています。今回
は南極調査航海中の堀本さんに代わり、第 1回江戸前
ＥＳＤカフェ報告をして下さいました。（川辺） 
最初に大森ふるさとの浜辺公園(以下、ふるはま)
を訪れたのは、大学4年生になって間もない4月でし
た。ふるはまは丁度その月の１日に開園したばかり
で、芝生は疎ら、木には葉がなく、公園と呼ぶには
まだまだ殺風景ではありましたが、浅瀬には魚が群
れ、浜辺にはズボンの裾を捲り上げて遊ぶ親子の姿
がありました。その微笑ましい光景を目にし、この
１年卒業研究の調査地として関わっていくんだとい
う期待が膨らんだのを覚えています。 
私はこの1年間、ふるはまの魚類調査と環境教育効
果の考察をテーマとして研究を行ってきました。ふ
るはまを調査地に決めた理由は、近隣に複数の学校
や団地が存在し、人が集う場として好立地であるに
も関わらず、開園して間もない為、環境調査以外の
先行研究がなされていなかったためです。ふるはま
がどのように変化し活用されていくのかにとても興
味があり、それを調べることで社会的に意義のある
草分け的な研究が出来ると思いました。 
 5月から7月にかけ、月1回の計7回、投網を用いた
魚類採集を行いました。また10月には、江戸前ＥＳ
Ｄの出張授業としてふるはまで小学生を対象に行わ
れた学習の後、子供たちの環境意識がどのように変
容したかをアンケートにより調査し、その2ヵ月後の
12月、学びの広がりを調べるアンケート調査を再び
実施しました。 
調査を通じて、魚が毎月成長していくのがハッ
キリと分かり、まるで我が子の成長を見守るよ
うな気持ちになりました。調査中話しかけてき
てくれる地域の方々や、活動を通して関わった
先生方からは、ふるはまを使った活動への期待
が伝わってきました。子供たちの意識調査から
も、環境意識や自然科学への興味の芽生えを発
見できました。 
緑も増え、来年からは海苔のふるさと館も開館
し、未完成感の残る４月と比べ確実に進化を遂
げているふるはま。今後子供からお年寄りま
で、様々な年齢層の人々に、環境教育の場とし
て、コミュニケーションの場として、活用され
ていくことを願います。（こばやし まり） 
ふるはまで魚類調査の網を引く筆者（左） 
